
令和 8年度 シニアの食生活支援研修会 開催要領 

～シニアの食生活を支える、専門職の連携と実践～ 

１ 目 的 

近年、診療報酬・介護報酬の改定等において、「リハビリテーション・栄養・口腔」を一体的に取り

組むことの重要性が示されています。高齢者の健康を支えるためには、それぞれの専門職が専門性を

発揮するとともに、互いの視点を理解し、連携して支援することが重要です。 

一方、地域における高齢者支援では、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、管理栄養士、歯科衛生

士、介護支援専門員等が、それぞれの専門領域で支援を行うことも多く、専門職間で情報や視点を共

有し、連携して支援する機会が十分でないことが課題となっています。 

本研修会では、在宅における高齢者支援の実践について学ぶとともに、食生活を切り口として、専門

職それぞれの視点や役割を理解し、連携のあり方について考える機会とします。これにより、地域で

高齢者の生活を支える専門職の連携と実践につなげることを目的とします。 

 

２ 実施主体 

（公社）富山県栄養士会 
 

３ 共 催 

富山県 
 

４ 日 時 

令和 8年 10月 6日（火） 13：30～16：00（受付開始 13：00～） 
 

５ 場 所 

富山県総合福祉会館 サンシップとやま（富山県富山市安住町 5-21）６階研修室 
 

６ 対 象 

地域において高齢者の健康支援に携わっている方、または高齢者の健康支援に関心のある方 

（管理栄養士・栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、歯科衛生士、介護支援専門員等） 
 

７ 参加費 

無料 
 

８ 内 容 

13：00～ 受付 

13：30～13：35  開会・あいさつ 

公益社団法人 富山県栄養士会 会長 甲村亮二 

13：35～15：05  講義 

         「在宅高齢者の栄養課題に対するセラピストの気づきと多職種連携 

             ―栄養専門職が身近にいない地域での実践から―」 

                講師：市立砺波総合病院 作業療法士 田中 舞氏 

15：05～15：15  休憩 

15：15～15：45  情報提供「栄養ケア・ステーションとは」  

          公益社団法人 富山県栄養士会 栄養ケア・ステーション部 部長 米原恭子 

15：45～15：55  質疑応答 

15：55～16：00  閉会 

※本研修会は（公社）日本栄養士会 生涯教育の単位取得ができます。【講義 １単位】 



公益社団法人富山県栄養士会 事務局宛 

 

FAX：０７６-４４２-６０５８    ※こちらの用紙のみお送りください。 

 

 

シニアの食生活支援研修会に参加します。 

 

○（公社）富山県栄養士会会員の方はこちら 

職域 会員番号 氏名 生涯教育単位※ 

    要 ・ 不要 

※生涯教育単位「要」に○をつけられた方には、事務局で単位付与いたします。 

 

 

 

 

○会員以外の方はこちらにお願いいたします。 

職種 勤務先 氏名 

    

 

 

〇こちらの QRコードからもお申し込みできます。 

 

 

○講師への質問 

 


